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は
じ
め
に

　
　

一　

檜
原
村
の
狼
信
仰
と
狼
信
仰
寺
社
の
諸
相

　
　

二　

臼
杵
神
社
の
狼
信
仰
と
坂
本
家

　
　

三　

臼
杵
神
社
の
祭
礼

　
　

お
わ
り
に

　

は
じ
め
に

　

狼
信
仰
と
は
、
狼
（
オ
イ
ヌ
サ
マ
）
を
山
の
神
の
「
使
い
」「
御
眷
属
」
も
し
く
は

「
警
護
者
」
と
措
定
し
、
神
の
ご
と
く
崇
め
る
信
仰
形
態
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
、

民
俗
の
中
で
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
に
寺
社
が
そ
の
信
仰
形
態
を
自
己
に

取
り
込
み
展
開
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
寺
社
で
は
、
狼
の

護
符
の
頒
布
・
信
仰
対
象
で
あ
る
狼
に
関
す
る
儀
礼
や
神
事
の
存
在
・
狼
像
の
奉
納

を
請
け
て
い
る
・
信
仰
集
団
の
存
在
・
狼
信
仰
に
関
す
る
由
緒
の
保
持
・
寺
社
の
周

縁
部
に
狼
に
関
す
る
伝
承
が
存
在
し
て
い
る
な
ど
、
様
々
な
事
象
が
展
開
し
て
い
る（

（
（

。

　

本
稿
で
取
り
扱
う
檜
原
村
は
、
東
京
都
心
か
ら
西
へ
約
六
〇
㎞
に
位
置
し
、
村
域

に
は
一
千
㍍
級
の
山
々
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
存
在
し
、
そ
の
山
々
の
間
を
縫
う
よ

う
に
川
が
流
れ
、
集
落
が
そ
れ
ら
の
川
沿
い
に
、
そ
し
て
山
の
尾
根
に
点
在
し
て
い

る
。
中
世
以
来
、
林
業
を
主
産
業
と
し
て
き
た
が
、
現
在
は
観
光
が
産
業
の
根
幹
を

成
し
て
い
る（

（
（

。
明
治
時
代
ま
で
は
、
実
際
に
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
多
く
棲
息
し
て
い

た
地
域
と
い
う
こ
と
か
ら
、
狼
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
多
く
残
さ
れ
、
小
祠
に
狼
像
が

祀
ら
れ
て
い
る
現
象
も
見
ら
れ
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
狼
と
人
の
交
流
が
栄
ん
で
あ

っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
る
。

　

本
稿
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
発
表
し
て
き
た
狼
信
仰
に
関
わ
る
拙
稿（

（
（

に
檜
原
村
の
事
例
を
加
え
、
狼
信
仰
と
い
う
事
象
の
総
体
へ
迫
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

し
て
、
も
う
一
つ
課
題
が
あ
る
。
現
状
で
は
檜
原
村
の
狼
信
仰
の
成
立
と
展
開
、
そ

し
て
現
在
の
信
仰
の
在
り
方
、
意
義
な
ど
明
か
に
で
き
な
い
側
面
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
狼
像
な
ど
の
モ
ノ
の
み
が
存
在
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
儀
礼
・
習
俗
は
廃
れ
、

そ
の
由
来
す
ら
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
儀
礼
・
信
仰
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
今
後
展
開
し
て
い
く
こ
と
の
保
証
は
な
く
、
こ
の
貴
重

な
文
化
が
消
え
ゆ
く
方
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
故
に
、
こ
れ
ら
の
現
象
を

書
き
留
め
て
お
き
た
い
と
考
え
た
。
将
来
、
狼
信
仰
の
総
体
へ
迫
る
過
程
で
、
こ
こ

に
記
し
た
断
片
的
な
資
料
が
、
檜
原
村
の
狼
信
仰
解
明
へ
役
立
つ
こ
と
に
期
待
し
た

い
。

　

さ
て
、
本
稿
は
、
文
献
史
料
、
伝
承
資
料
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た
資

料
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
描
き
出
し
て
行
く
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
檜
原
村
で
展

開
す
る
狼
の
伝
承
、
大
岳
神
社
、
檜
原
村
笹
久
保
地
区
の
鎮
守
で
あ
る
貴
布
祢
神
社

と
い
う
狼
像
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
社
の
様
相
を
紹
介
し
、
そ
し
て
、
第
二
章
、
第

三
章
で
は
個
人
の
家
の
氏
神
で
あ
り
、
同
時
に
旧
村
・
大
字
の
地
域
社
会
の
守
護
神

と
も
考
え
ら
れ
、
個
人
の
家
を
中
心
と
し
つ
つ
も
地
域
社
会
が
支
え
て
い
る
臼
杵
神

社
の
狼
信
仰
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
。

檜
原
村
の
狼
信
仰

西
　
村
　
敏
　
也
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一　

檜
原
村
の
狼
信
仰
と
狼
信
仰
寺
社
の
諸
相

１　

檜
原
村
の
狼
を
め
ぐ
る
伝
承

　

檜
原
村
で
は
、
古
く
は
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
棲
息
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
と
狼

の
接
点
を
描
く
伝
承
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
檜
原
村
に
伝
わ
る
伝
承
事
例
と
し

て
「
山
で
狼
か
ら
の
が
れ
た
話
」「
狼
を
撃
退
し
た
お
ば
あ
さ
ん
」「
狼
の
恩
返
し
」

「
狼
が
の
り
移
っ
た
話
」（

（
（

「
狼
の
糞
を
崇
め
る
」（

（
（

や
狐
憑
き
の
患
者
が
出
た
場
合
、
狼

の
頭
骨
を
借
り
て
来
て
憑
き
も
の
落
と
し
を
し
、
そ
の
時
修
験
が
関
与
し
た
と
も
い

う
話（

（
（

、
村
に
変
事
が
起
こ
る
と
き
に
は
必
ず
夜
陰
に
御
犬
様
が
啼
い
て
警
戒
を
促
す

と
い
わ
れ
て
い
る
話（

（
（

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
狼
の
乳
を
飲
ん
だ
人
の
話
も
伝

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
興
味
深
さ
か
ら
か
狼
を
め
ぐ
る
伝
承
の
事
例
と
し
て
多
く
の
文

献
に
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
檜
原
村
人
里
の
飯
綱
社
に
納
め
ら
れ
て
い
た
そ
れ
ま

で
蛇
の
骨
と
推
定
さ
れ
て
い
た
骨
が
（
収
納
さ
れ
る
箱
に
は
明
治
一
〇
年

＜

一
八
七
七＞

南
秋
川
河
原
で
採
集
と
記
録
さ
れ
、
現
在
は
、
檜
原
村
郷
土
資
料
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
）、
狼
の
椎
骨
・
肋
骨
と
鑑
定
さ
れ
た
こ
と
も
多
く
の
文
献
に

記
さ
れ
た（

（
（

。
こ
れ
ら
類
似
の
伝
承
は
、
奥
多
摩
・
秩
父
地
域
全
体
で
見
ら
れ
る
も
の

だ
が
、
山
深
い
地
勢
か
ら
も
実
際
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
故
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
檜
原
に
お
い
て
は
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
狼
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
言
説
は
、
狼
信
仰
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
民
俗
の
中
の
狼
信
仰

が
神
社
の
信
仰
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
現
象
を
見
せ
う
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

２　

大
岳
神
社
の
狼
信
仰

　

檜
原
村
に
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
（
狼
像
の
こ
と
で
あ
る
が
、
以
下
檜
原
村
で
は
一

般
的
に
崇
め
ら
れ
る
狼
の
こ
と
を
オ
イ
ヌ
サ
マ
と
称
し
て
い
る
の
で
、
オ
イ
ヌ
サ
マ

と
用
語
統
一
し
て
記
述
し
て
い
く
）
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
神
社
が
多
々
あ
る
が
、
そ

の
規
模
が
大
き
く
ま
た
周
知
さ
れ
て
い
る
神
社
と
し
て
、
大
岳
山
と
そ
れ
を
奉
斉
す

る
大
岳
神
社
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
大
岳
山
は
、
檜
原
村
白
倉
に
あ
る
標
高

一
二
六
六
㍍
の
山
岳
で
あ
り
、
そ
の
頂
上
に
大
岳
神
社
本
殿
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
山
麓
に
は
遙
拝
所
と
し
て
大
岳
神
社
里
宮
が
祀
ら
れ
、
現
在
の
祭
祀
は
そ
こ
で

お
こ
な
う
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
主
た
る
祭
神
は
「
大
国
主
命
」「
少
彦
名
命
」

「
日
本
武
尊
」「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」（
安
閑
天
皇
）「
源
家
康
朝
臣
」
の
五
柱
で
あ

る
。

　

次
に
、
大
岳
神
社
の
歴
史
に
関
し
て
で
あ
る
。『
西
多
摩
郡
村
史
』（

（（
（

に
記
さ
れ
て

い
る
大
岳
神
社
の
歴
史
は
、
そ
の
後
の
神
社
誌
類
で
も
踏
襲
さ
れ
、
大
岳
山
の
歴
史

と
し
て
最
も
多
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
歴
史
で

あ
る
。
産
土
神
と
し
て
「
大
国
主
命
」「
少
彦
名
命
」
が
祀
ら
れ
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

の
東
征
後（

（（
（

、
在
地
の
民
衆
が
そ
の
偉
業
を
顕
彰
し
「
日
本
武
尊
」
を
合
祀
し
大
岳
大

神
を
山
頂
に
祀
り
、
そ
の
後
「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」（
安
閑
天
皇
）
を
合
祀
し
て

蔵
王
権
現
と
改
め
た
と
い
う
。
本
社
は
、
小
宮
領
の
総
社
と
も
云
わ
れ
北
条
氏
康
の

加
護
、
後
に
徳
川
家
康
の
加
護
を
受
け
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
産
土
神
と
し
て
祀

ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
古
い
時
代
に
在
地
に
素
朴
な
山
岳
信
仰
が
ま
ず
発
生
し
、
地

域
住
民
に
よ
り
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」
を
合
祀
し
て
蔵
王
権
現
と
改
め
た
と
い
う
く
だ
り
で

あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
に
あ
る
よ
う
に
、
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
に
大
和
吉
野
よ
り
現
在
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の
社
家
吉
野
家
の
祖
と
さ
れ
る
宿
辺
少
将
橘
高
安
（
社
家
吉
野
氏
の
先
祖
と
さ
れ

る
）
に
よ
っ
て
「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」
が
勧
請
合
祀
さ
れ
た（

（（
（

。
役
行
者
が
感
得
す

る
に
あ
た
っ
て
蔵
王
権
現
が
「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」
で
あ
る
と
名
乗
っ
た
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」
は
蔵
王
権
現
と
同
体
と
み
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
る（

（（
（

。
大
岳
山
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
「
郡
中
第
一
の
高
山
に
し
て
蔵
王

権
現
を
鎮
座
す
」（

（（
（

と
あ
る
よ
う
に
そ
の
神
格
は
蔵
王
権
現
と
さ
れ
て
い
る
し
、
実

際
、
神
社
で
西
暦
七
四
七
年
に
蔵
王
権
現
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、「
広
国
押
武
金
日
天
皇
」
を
祀
っ
た
と
い
う
文
言
は
、
蔵
王
権

現
を
祀
っ
た
と
い
う
こ
と
に
置
き
換
え
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
社
家
吉
野
家
は
大

和
吉
野
よ
り
移
り
住
ん
だ
修
験
系
の
家
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
広
国
押

武
金
日
天
皇
」
を
勧
請
し
た
橘
高
安
は
熊
野
修
験
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蔵
王

権
現
は
、「
大
国
主
命
」「
少
彦
名
命
」「
日
本
武
尊
」
と
も
同
体
と
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
神
々
も
蔵
王
権
現
が
祀
ら
れ
た
後
に
、
い
つ
の
時
期
か
は
断
定
で
き
な
い

が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

に
「
慶
安
二
年
秋
八
月
社
領
十
五
石
の
御
朱
印
を
賜
は
り
、
明
る
（
マ
マ
）
十
三
年

江
城
擁
護
の
御
祈
祷
を
つ
と
む
べ
き
旨
を
被
り
、
今
に
至
る
ま
で
一
萬
度
の
祓
を
修

行
す
と
い
へ
り
」（

（（
（

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
家
で
あ
る
吉
野
家
と
徳
川
家
と
の
深

い
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
家
康
を
主
祭
神
の
一
つ
と
し
て
祀
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
吉
野
家
が
慶
長
年
間
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

の
二
回
火
災
に
遭
い
旧
記
類
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
詳
細
な
歴
史
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

次
に
オ
イ
ヌ
サ
マ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
岳
神
社
で
は
そ
の
守
護
神
が
オ
イ
ヌ
サ

マ
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
蔵
王
権
現
が
祀
ら
れ
た
時
よ
り
信
仰
対
象
に
な
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
「
蔵
王
権
現
神
像
」
版
木
が
残

さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
図
像
は
、
蔵
王
権
現
の
足
元
に
二
匹
の
オ

イ
ヌ
サ
マ
が
向
か
い
合
っ
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
オ
イ
ヌ
サ

マ
の
位
置
付
け
は
金
剛
蔵
王
権
現
の
御
眷
属
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
で
も
、
四

月
の
例
大
祭
に
は
害
獣
除
、
盗
難
除
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
る
オ
イ
ヌ
サ
マ

の
お
札
が
氏
子
や
「
大
岳
講
」
の
人
々
に
頒
布
さ
れ
、
請
け
た
人
々
は
、
ご
利
益
に

期
待
し
て
戸
口
に
貼
付
し
た
り
し
て
い
る
（
写
真
１
）。
ま
た
、
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
の
年
紀
銘
の
あ
る
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
が
、
山
頂
に
一
対
奉
納
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。
ち
な
み
に
大
岳
神
社
は
近
世
の
間
、
大
岳
権
現
と
呼
ば
れ
、
明
治
三
年

（
一
八
七
二
）
か
ら
大
岳
大
神
と
称
し
た
が
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
、

大
岳
神
社
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
地
域
の
多
く
の
神
社
が
合
祀
さ
れ
た
た
め
主

祭
神
の
他
に
多
く
の
祭
神
も
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

（写真１）大岳神社のお札
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３　

貴
布
祢
神
社
の
狼
信
仰

　

桧
原
村
笹
久
保
の
鎮
守
で
あ
る
貴
布
祢
神
社（

（（
（

に
は
、
大
岳
山
山
頂
に
奉
納
さ
れ
て

い
る
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
と
酷
似
し
た
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
オ
イ
ヌ

サ
マ
像
の
年
紀
銘
は
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
で
あ
る（

（（
（

。
神
社
拝
殿
の
右
の
一
帯

に
は
、
正
面
か
ら
見
て
、
左
か
ら
呍
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
、
ス
サ
ノ
ウ
の
祠
、
板
碑
、

祠
、
像
、
祠
、
壊
れ
た
阿
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
阿

の
像
は
下
半
身
の
胴
体
部
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
、
上
半
身
は
近
く
に
は
見
あ
た
ら

な
く
な
っ
て
い
る
。
貴
布
祢
神
社
の
祭
礼
は
、
四
月
三
日
と
九
月
二
日
で
あ
る
が
、

オ
イ
ヌ
サ
マ
像
に
特
に
何
か
供
え
る
と
い
っ
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
。
貴
布
祢
神
社

の
祭
神
は
、「
国
常
立
命
」「
猿
田
彦
命
」
で
あ
り
、
現
在
宮
司
は
大
岳
神
社
宮
司
の

吉
野
氏
の
兼
帯
で
あ
る
。
当
地
の
神
社
総
代
の
家
で
あ
る
大
野
家
の
先
代
・
先
々
代

は
（
大
正
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
頃
の
こ
と
だ
と
い
う
）
吉
野
氏
と
縁
を
持
っ
た

こ
と
か
ら
、
神
職
資
格
を
得
て
大
岳
山
へ
奉
仕
し
貴
布
祢
神
社
の
宮
司
と
し
て
活
躍

し
た
と
い
う（

（（
（

。
貴
布
祢
神
社
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
創
建
と
云
わ
れ
、『
新
編

武
蔵
風
土
記
稿
』（

（（
（

に
は
御
嶽
社
と
し
て
記
載
さ
れ
、
別
に
不
動
堂
が
あ
り
、
不
動
尊

が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
の
記
載
も
あ
る
。
現
在
も
本
尊
は
、
石
製
の
不
動
明
王
像
で

あ
る
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
日
枝
神
社
を
合
祀
し
た
が
、
貴
布
祢
神
社

へ
社
名
を
改
め
た
時
期
は
判
然
と
し
な
い
。
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
の
奉
納
と
い
う
現
象
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
現
在
そ
の
祭
祀
は
全
く
お
こ
な
わ
れ
ず
、
そ
の
信
仰
の
意
味
は

喪
失
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
檜
原
村
で
は
、
鑾
野
御
前
神
社
（
湯
久
保
）、
伊
勢
清

峰
神
社
（
小
沢
）、
御
前
山
中
尾
根
に
あ
る
大
む
れ
の
山
の
神
（
神
戸
）
の
祠
に
オ

イ
ヌ
サ
マ
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

　

二　

臼
杵
神
社
の
狼
信
仰
と
坂
本
家

１　

臼
杵
神
社
の
狼
信
仰

　

本
章
と
次
章
で
は
、
臼
杵
神
社
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
に
関
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
（
写
真
３
）。
基
本
と
な
る
資
料
は
、
二
〇
一
二
年
、
筆
者
に
よ
る
坂
本
佳
昭
氏

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
伝
承
資
料
と
な
る
。
以
降
、
特
記
し
な
い

限
り
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
も
の
と
考
え
て
頂
き
た
い（

（（
（

。

　

さ
て
、
臼
杵
山
は
、
檜
原
村
笹
平
に
あ
る
標
高
八
四
二
㍍
の
山
岳
で
あ
る
。
臼
杵

山
は
、
檜
原
村
と
あ
き
る
野
市
の
境
界
線
と
な
っ
て
い
る
が
、
予
て
よ
り
八
王
子
恩

方
、
五
日
市
（
現
あ
き
る
野
）、
山
梨
方
面
か
ら
の
往
来
が
激
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。

山
頂
は
北
と
南
の
二
峰
に
別
れ
て
お
り
、
山
頂
の
北
峰
に
臼
杵
神
社
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
現
在
の
祭
神
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
で
あ
る（

（（
（

。
現
在
祀
ら
れ
て
い
る
祠
に
は

木
製
の
も
の
と
石
製
の
二
つ
が
あ
る
。
木
製
の
祠
は
、
二
〇
～
三
〇
年
前
に
、
自
治

（写真２）貴布祢神社の狼像
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会
で
購
入
し
て
担
ぎ
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
石
宮
は
そ
れ
以
前
よ
り
あ
っ
た
と
い
う

（「
大
正
六
年
五
月
一
日
再
建
坂
本
繁
恒
」
の
銘
が
あ
る
）。
な
ぜ
、
臼
杵
神
社
の
祠

は
柏
木
野
の
集
落
を
背
に
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
柏
木
野
を
背
負
っ
て

立
つ
、
す
な
わ
ち
集
落
を
守
護
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
こ
の
神
社
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
が
一
対
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
祭
礼
時

に
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
図
像
が
描
か
れ
た
お
札
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狼
信

仰
寺
社
の
一
つ
に
分
類
で
き
よ
う
。
神
社
は
、
正
面
か
ら
見
て
左
に
石
祠
、
右
に
木

祠
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
そ
の
二
祠
の
左
に
呍
の
狼
像
が
、
同
体
は
壊
れ
重
な
り
合

う
よ
う
に
破
片
が
積
ま
れ
そ
の
最
上
部
に
頭
部
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
右
の
阿
の
狼

像
は
原
型
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
型
の
狼
像
で
あ
る
。
両
像
と

も
年
記
銘
は
確
認
で
き
な
い
が
、
当
地
で
は
、
近
世
以
来
の
も
の
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
（
近
年
、
そ
の
他
に
自
治
会
が
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
と
は
違
う
狛
犬
を
一
対
奉
納
し

た
）。
次
に
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
を
中
心
に
臼
杵
神
社
の
概
要
、
成
り
立
ち
を

み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
史
料
１
）

　
　

�

臼
杵
山　

村
の
艮
に
あ
り
、
登
り
五
十
丁
許
な
る
嶮
岨
高
山
な
り
嶺
に
臼
杵
権

現
を
鎮
す
事
は
神
社
の
條
に
し
る
せ
る
な
り

　
　

�

神
社　

臼
杵
権
現
社　

社
地
凡
十
坪
、
無
年
貢
地
、
村
の
巽
の
方
臼
杵
山
の
絶

頂
に
あ
り
、
小
社
、
祭
神
は
倉
稲
魂
命
な
り
と
云
、
木
の
立
身
、
長
八
寸
許
、

例
祭
毎
年
二
月
初
午
日
を
用
ゆ
、
山
の
麓
に
木
の
鳥
居
あ
り
、
又
小
名
機
立
と

云
所
に
も
木
の
鳥
居
一
基
を
立
つ
、
此
は
往
昔
社
あ
り
し
跡
な
り
と
ぞ
、
村
民

四
郎
右
衛
門
が
家
の
記
に
当
社
は
応
永
四
年
鎮
座
な
し
、
始
は
機
立
に
有
て
機

立
の
社
と
い
へ
り
、
そ
の
後
永
禄
三
年
四
郎
右
衛
門
が
先
祖
某
、
霊
夢
の
告
を

蒙
り
て
今
の
地
に
移
し
ま
つ
れ
り
と
ぞ
、
其
故
由
は
詳
な
ら
ず
、
百
姓
持（

（（
（

　
（
史
料
１
）
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
神
社
は
、
応
永
四
年

（
一
三
九
七
）
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
、
機
織
（
は
つ
た
て
）（
南
秋
川

柏
木
野
）
と
い
う
川
沿
い
の
場
所
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

霊
夢
に
よ
る
お
告
げ
が
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
臼
杵
山
頂
へ
遷
座
さ
れ
た（

（（
（

。
文
政
五

年
（
一
八
二
二
）
の
『
武
蔵
名
勝
図
絵
』（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
道
を
通
る
馬
の
足
音
が
う
る

さ
い
と
い
う
霊
夢
で
あ
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ち
な
み
に
、
機
立
に
は
現
在
柏

木
野
の
鎮
守
で
あ
る
春
日
神
社
の
み
鎮
座
し
て
い
る
。
春
日
神
社
の
創
建
は
、
応
永

四
年
で
臼
杵
神
社
と
一
緒
で
あ
る（

（（
（

。

　

臼
杵
神
社
は
、
近
世
ま
で
は
臼
杵
権
現
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
社
地
は

（写真３）臼杵神社
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一
〇
坪
、
祭
神
は
倉
稲
魂
命
で
あ
り
、
養
蚕
・
農
業
の
神
で
あ
る
。
境
内
地
に
は

「
文
政
五
年
年
五
日
市
山
崎
三
治
郎
」
銘
記
の
石
灯
籠
が
残
っ
て
い
る
。
神
社
管
理

は
坂
本
家
（
創
建
の
繁
宗
の
子
孫
と
言
わ
れ
る
）
で
あ
り
、
代
々
四
郎
右
衛
門
を
通

名
と
し
て
い
た
。
近
世
に
は
柏
木
野
の
村
役
人
で
あ
っ
た
と
い
い
、
屋
号
は
「
御

前
」
で
あ
っ
た
。
坂
本
家
で
は
多
く
の
古
文
書
を
保
有
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
）
の
火
災
で
、
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ
た（

（（
（

。

　

臼
杵
神
社
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
、
南
郷
神
社
（
出
畑
）
へ
合
祀
さ

れ
た（

（（
（

。
一
村
一
社
統
合
制
に
よ
っ
て
南
郷
地
区
の
小
字
の
春
日
神
社
・
臼
杵
神
社

（
以
上
柏
木
野
）、
日
枝
神
社
・
白
山
権
現
・
山
神
社
（
以
上
出
畑
）、
神
明
社
・
山

神
社
・
愛
宕
社
（
以
上
下
川
乗
）
以
上
八
社
を
合
祀
し
て
、
字
名
に
合
わ
せ
て
南
郷

神
社
と
改
め
ら
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
南
郷
神
社
は
、
近
世
に
は
三
島
大
権
現
と

呼
ば
れ
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
は
三
島
神
社
と
改
め
ら
れ
、
無
格
社
で
あ

っ
た
。
康
永
四
年
（
一
三
四
五
年
）
当
地
の
峰
岸
六
左
衛
門
藤
原
延
影
が
、
伊
豆
三

島
社
か
ら
分
霊
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
祭
神
は
、
大
山
祇
命
・
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉

冉
尊
・
天
児
屋
根
命
・
大
日
霊
貴
命
・
軻
具
突
智
命
・
猿
田
彦
で
あ
る
。
毎
年
九
月

一
五
日
が
例
大
祭
で
あ
り
、
隔
年
ご
と
に
柏
木
野
の
神
代
神
楽
、
下
川
乗
の
獅
子
舞

が
奉
納
さ
れ
る
。
神
職
は
大
岳
神
社
宮
司
の
吉
野
氏
で
あ
る
。

　

臼
杵
神
社
は
、
制
度
上
は
当
初
は
坂
本
家
氏
神
、
そ
し
て
地
域
の
守
護
神
へ
拡

大
、
近
代
に
は
神
社
合
祀
に
よ
っ
て
南
郷
神
社
末
社
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

坂
本
家

　

次
に
臼
杵
神
社
を
氏
神
と
す
る
坂
本
家
に
関
し
て
み
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
坂
本
家
に
関
し
て
の
記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
（
史
料
２
）

　
　

�

旧
家 

百
姓
四
郎
右
衛
門 

坂
本
を
氏
と
せ
り
、
先
祖
は
坂
本
兵
庫
佐
繁
宗
と
い

へ
り
、
は
じ
め
は
江
州
彦
根
の
人
な
り
し
が
、
応
永
三
年
当
所
に
来
り
住
す
と

云
、
其
子
孫
四
郎
右
衛
門
某
が
時
よ
り
平
山
伊
豆
守
氏
重
（
或
云
伊
賀
守
）
に

仕
へ
、
感
状
二
通
ま
で
蔵
せ
り
、
そ
の
文
は
左
の
ご
と
し（

（（
（

　

坂
本
家
先
祖
の
繁
宗
が
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
に
近
江
彦
根
か
ら
移
り
住

み
、
後
に
子
孫
が
檜
原
城
主
平
山
氏
重
に
仕
え
た
。
現
在
、
坂
本
家
に
は
火
災
が
あ

っ
た
か
ら
か
、（
史
料
２
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
感
状
は
残
っ
て
い
な
い
。
二
通
の

感
状
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
四
月
の
小
河
内
遠
征
、
天
正
八
年
五
月
の
都
留

郡
遠
征
時
の
手
柄
に
対
し
て
平
山
氏
か
ら
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
豊

臣
秀
吉
の
北
条
攻
め
か
ら
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
七
月
一
二
日
平
山
城
は
落
城

し
、
平
山
氏
は
滅
亡
し
た
。
そ
の
後
、
四
郎
右
衛
門
は
太
閤
検
地
の
頃
か
ら
農
民
に

な
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
坂
本
家
の
伝
承
で
は
、
坂
本
家
初
代
は
南
朝
方
で
あ

り
中
世
に
な
っ
て
繁
宗
が
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
そ
し
て
坂
本
家
本
家
初
代
の
妻
が

柏
木
源
氏
の
流
れ
を
汲
ん
だ
人
で
あ
っ
た
の
で
、
現
在
地
が
柏
木
野
と
い
う
地
名
に

な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
村
の
檀
那
寺
で
あ
る
円
通
寺
の
開
基
も
坂
本
家
と
伝
承
さ

れ
、
開
山
も
坂
本
家
の
先
祖
で
あ
る
僧
侶
と
云
わ
れ
て
い
る
。『
皇
国
地
誌
』
で
は
、

坂
本
家
が
平
山
氏
に
士
官
し
た
の
は
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
の
こ
と
と
記
述
さ

れ
、
坂
本
家
で
代
々
四
郎
右
衛
門
を
通
り
名
に
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
同
書
に

は
、
応
永
三
年
に
（
柏
木
野
で
は
な
く
、
現
在
南
郷
神
社
が
鎮
座
す
る
出
畑
と
い
う

隣
の
集
落
で
あ
る
）
移
り
住
ん
だ
後
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に
蒼
稲
魂
命
を
臼

杵
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
場
所
へ
祀
り
、
臼
杵
権
現
と
名
付
け
た
と
あ
る
。
同
年
に

は
天
児
屋
根
命
を
勧
請
し
て
機
立
の
社
と
称
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
後
の
春
日
社
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の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
で
も
、
臼
杵
神
社
は
坂
本
家
の
氏
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、

集
落
全
体
の
守
護
神
と
し
て
五
月
五
日
に
祭
礼
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
現
在

坂
本
家
で
は
臼
杵
神
社
の
祭
礼
が
当
所
は
二
月
初
午
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

偲
び
、
二
月
初
午
の
時
坂
本
家
だ
け
で
祭
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
前
日
に
五
月
五

日
の
祭
礼
時
と
同
様
の
神
饌
を
用
意
す
る
。
自
宅
二
階
の
一
角
に
臼
杵
神
社
を
祀
っ

て
い
る
。
本
地
仏
と
さ
れ
る
十
一
面
観
音
を
祀
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
お
札
刷

り
」
の
版
木
な
ど
道
具
一
式
も
そ
こ
に
保
管
し
て
い
る
。
当
日
朝
神
饌
を
上
げ
て
、

灯
明
を
上
げ
挨
拶
を
す
る
と
い
う
）。

　

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
八
月
の
終
戦
直
後
、
現
当
主
坂
本
佳
昭
氏
の
祖
父
が

亡
く
な
っ
た
。
当
時
ま
だ
、
佳
昭
氏
の
父
親
は
九
歳
の
子
供
で
あ
り
、
家
に
は
佳
昭

氏
の
父
親
と
祖
母
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
臼
杵
神
社
の
世
話
を
す
る
の
が
無
理
な

状
況
と
な
っ
た
。
祭
礼
は
続
け
ら
れ
な
い
と
自
治
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
柏
木
野

地
区
の
人
か
ら
手
伝
い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
か
ら
三
〇
年
程

前
、
佳
昭
氏
と
次
男
は
家
を
出
て
父
親
と
母
親
だ
け
が
家
に
い
た
が
、
平
成
一
四
年

（
二
〇
〇
二
）
一
二
月
に
父
親
が
亡
く
な
っ
た
時
、
柏
木
野
の
地
区
で
や
は
り
手
伝

い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
坂
本
家
は
地
域
の
草
分
け
の
家
な
の

で
、
佳
昭
氏
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
も
ら
う
が
、
地
区
が
支
え
れ
ば
に
ぎ
や
か
に

祭
礼
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
、
臼
杵
神
社
を

支
え
る
た
め
、
柏
木
野
地
区
の
自
治
会
の
人
た
ち
が
作
る
臼
杵
神
社
の
組
織
が
存
在

す
る
。
自
治
会
長
、
神
社
総
代
二
名
、
永
代
総
代
が
佳
昭
氏
と
い
う
組
織
で
あ
る
。

　

現
在
、
佳
昭
氏
は
気
が
つ
い
た
時
、
時
々
熊
手
を
持
っ
て
山
頂
へ
登
り
臼
杵
神
社

の
周
辺
の
掃
除
、
落
ち
葉
か
き
を
し
て
い
る
と
い
う
。
坂
本
家
の
氏
神
で
あ
る
こ
と

か
ら
の
務
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
こ
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
人
の
往
来
も
あ
る

の
で
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
も
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
日
常
の
管
理

は
坂
本
家
が
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
二
回
ほ
ど
、
や
む
な
き
理
由
か
ら

坂
本
家
が
祭
礼
へ
積
極
的
に
関
わ
れ
な
く
な
っ
た
時
、
臼
杵
山
麓
の
笹
平
の
S
氏

と
い
う
方
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
役
目
を
担
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の

時
は
祭
礼
当
日
、
登
山
前
に
は
必
ず
皆
で
S
氏
の
家
に
寄
っ
て
、
清
め
と
し
て
一

杯
飲
ん
で
か
ら
登
山
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

三　

臼
杵
神
社
の
祭
礼

１　

祭
礼
と
そ
の
準
備

　

自
治
会
で
は
、
四
月
に
新
年
度
一
回
目
の
寄
り
合
い
が
も
た
れ
る
が
、
最
初
の
議

題
と
し
て
例
年
臼
杵
神
社
の
祭
礼
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
祭
礼
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
段
取
り
が
決
め
ら
れ
る
。
坂
本
家
で
「
お
札
刷
り
」
と
呼
ば

れ
る
お
札
を
刷
る
日
、
そ
の
後
刷
ら
れ
た
札
な
ど
の
お
祓
い
を
大
岳
神
社
宮
司
の
吉

野
氏
に
執
り
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
が
、
そ
の
連
絡
に
関
し
て
な
ど
様
々
な
こ
と
が
決

め
ら
れ
る
。
佳
昭
氏
は
、
四
月
二
九
日
が
都
合
を
つ
け
や
す
く
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど

こ
の
日
を
「
お
札
刷
り
」
の
日
と
し
て
提
案
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
お
札
刷
り
」
の
行
事
が
近
づ
く
と
、
紙
が
無
く
な
っ
て
い
る
場
合
、
八
王
子
本

町
横
山
町
の
紙
問
屋
の
大
沢
屋
紙
店
に
購
入
し
に
行
き
、
お
札
の
サ
イ
ズ
に
紙
を
裁

断
し
て
も
ら
う
。「
お
札
刷
り
」
当
日
、
ま
ず
墨
を
摺
る
。
仕
事
が
昼
間
あ
る
が
、

早
め
に
仕
事
を
切
り
上
げ
帰
宅
し
下
準
備
を
す
る
。
神
聖
な
も
の
に
触
れ
る
と
い
う

こ
と
で
お
清
め
と
し
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
。
ち
な
み
に
作
業
に
女
性
は
一
切
関
わ

っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
男
性
だ
け
で
作
業
を
進
め
る
。
お

札
を
刷
る
道
具
も
女
性
は
さ
わ
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
部
落
で
不
幸
が
あ
る
と
、

神
事
に
関
す
る
こ
と
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
道
具
に
も
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
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う
。
ま
ず
、
硯
に
清
酒
を
入
れ
て
墨
を
摺
る
。
墨
を
摺
る
時
お
酒
を
使
う
の
は
、
ハ

レ
の
時
と
い
う
特
別
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い

う
。
昔
か
ら
当
然
の
こ
と
と
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
お
札
刷
り
用
と
幟
刷

り
用
の
二
集
類
の
墨
を
摺
り
、
墨
汁
入
れ
な
ど
の
容
器
に
入
れ
る
。
オ
イ
ヌ
サ
マ
の

お
札
は
「
臼
杵
大
神
侍
神
」
の
文
字
と
一
匹
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
図
像
が
描
か
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
（
写
真
４
）。
お
札
は
柏
木
野
の
氏
子
五
〇
軒
分
、
そ
の
他
檜
原
村

域
で
所
望
す
る
人
の
た
め
の
二
〇
枚
、
大
岳
神
社
に
保
管
し
て
お
く
数
枚
、
手
元
に

数
枚
（
受
け
取
っ
た
人
で
無
く
し
て
し
ま
っ
た
人
に
渡
す
た
め
）、
合
計
七
〇
枚
ほ

ど
を
刷
る
。
ち
な
み
に
、
臼
杵
神
社
の
お
札
は
、
養
蚕
の
ご
利
益
、
地
域
の
神
の
ご

利
益
が
顕
著
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

佳
昭
氏
と
次
男
そ
し
て
両
親
は
八
王
子
犬
目
に
出
て
い
た
が
、
昭
和
三
九
年

（
一
九
六
四
）
九
月
、
柏
木
野
の
地
へ
戻
っ
て
来
た
。
そ
の
時
は
、
祖
母
だ
け
が
住

ん
で
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
翌
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
火
災
に
遭
い
、
オ
イ
ヌ

サ
マ
の
版
木
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
お
札
用
朱
印
、
養
蚕
の
版
木
（
養
蚕
の
版
木
は
、
文

字
だ
け
が
彫
ら
れ
て
い
る
版
木
で
あ
る
が
、
現
在
養
蚕
を
す
る
人
も
い
な
く
な
り
需

要
も
な
く
な
り
、
父
親
は
需
要
が
な
く
な
っ
て
か
ら
は
刷
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
佳

昭
氏
は
一
回
も
刷
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
）
な
ど
お
札
を
刷
る
た
め
の
道
具
類
一

式
を
失
っ
た
。
佳
昭
氏
の
父
親
は
、
お
札
を
配
布
す
る
こ
と
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
活

動
を
始
め
た
。
版
木
を
造
る
た
め
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
像
が
必
要
で
あ
る
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
図
像
を
復
元
す
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
お
札
を
探
し
た
と
こ
ろ
八
王
子

の
恩
方
で
持
っ
て
い
る
人
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
を
も
と
に
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
な
が
ら
、
高
額
な
金
銭
を
支
払
い
新
た
な
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
版
木
（
写
真
５
）、

朱
印
と
養
蚕
の
版
木
を
作
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
そ
の
版
木
は
ケ
ヤ
キ
で
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
生
前
父
親
は
版
木
を
作
る
ま
で
の
過
程
を
詳
細
に
家
族

に
伝
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
、
先
に
記
し
た
S
氏

が
道
具
を
入
れ
る
箱
を
作
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

（写真４）臼杵神社お札

（写真５）臼杵神社お札版木
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午
後
七
時
三
〇
分
頃
、
自
治
会
の
五
～
六
名
が
坂
本
家
を
訪
問
す
る
。
自
治
会
三

役
（
自
治
会
長
・
書
記
・
会
計
）
神
社
総
代
三
名
の
合
計
六
名
で
あ
る
。
神
棚
に
神

酒
と
灯
明
を
上
げ
て
、「
始
め
ま
す
」
と
報
告
し
て
開
始
す
る
。
版
木
に
摺
っ
た
墨

を
筆
で
広
げ
、
紙
を
版
木
の
角
に
合
わ
せ
て
置
き
、
上
か
ら
バ
レ
ン
で
広
げ
る
。
バ

レ
ン
は
、
佳
昭
氏
の
父
親
が
竹
の
皮
を
集
め
て
手
製
で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
紙
を

剥
が
し
て
横
に
置
く
。
自
治
会
の
人
が
朱
印
を
押
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

乾
か
し
た
あ
と
は
、
神
棚
に
上
げ
る
。
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
厳
粛
な
気
持
ち
に

な
っ
た
、
神
聖
さ
を
感
じ
た
な
ど
と
口
に
す
る
と
い
う
。
人
の
手
に
よ
る
も
の
な
の

で
、
ど
う
し
て
も
失
敗
も
あ
る
。
薄
く
な
っ
て
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
ひ
げ
が
出
な
い
。
字

が
出
て
い
な
い
な
ど
で
あ
る
。
特
に
刷
り
始
め
に
は
、
筆
の
跡
が
出
た
り
す
る
の
で

そ
う
し
た
場
合
は
や
り
直
す
。
同
時
に
、
臼
杵
神
社
の
幟
、
集
落
に
あ
る
愛
宕
神

社
、
秋
葉
神
社
の
紅
白
の
幟
の
字
も
書
く
。「
臼
杵
神
社
」「
愛
宕
神
社
」「
秋
葉
神

社
」
そ
れ
ぞ
れ
一
対
ず
つ
、
合
計
六
枚
を
書
く
。
幟
に
字
を
書
く
と
き
は
、
墨
が
布

に
滲
ま
な
い
よ
う
に
チ
ョ
ー
ク
を
塗
り
広
め
て
か
ら
書
く
。
幟
は
、
綿
の
上
下
二
ヶ

所
を
袋
状
に
縫
い
、
そ
こ
に
竹
を
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
の
紐
で
吊
す
と
い
う
。
幟
は
自
治

会
長
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。
本
来
誰
で
も
良
い
の
だ
が
、
達
筆
な
た
め
お
願
い

し
て
い
る
と
い
う
。
一
時
間
く
ら
い
で
終
了
す
る
が
、
終
了
す
る
と
神
棚
に
終
了
の

報
告
を
す
る
。
上
げ
た
御
神
酒
を
下
げ
、
坂
本
家
で
用
意
し
た
料
理
で
直
会
を
す

る
。
午
後
九
時
頃
に
は
解
散
と
な
る
。
さ
て
、
坂
本
家
に
は
「
お
宿
代
」
が
自
治
会

か
ら
出
さ
れ
る
が
、
祭
礼
の
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
。
自
治
会
の
会
計
が
包
み
、
自

治
会
の
人
が
四
月
二
九
日
の
「
お
札
刷
り
」
の
日
に
坂
本
さ
ん
の
家
へ
持
参
す
る
。

現
在
坂
本
さ
ん
が
会
計
を
し
て
お
り
、
一
応
自
分
で
包
み
自
治
会
の
人
へ
渡
し
改
め

て
い
た
だ
く
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
頂
い
て
も
佳
昭
氏
の
母
親
で
あ
る
坂

本
ト
シ
エ
氏
は
、
祭
礼
の
日
に
別
の
紙
に
包
み
直
し
、
自
治
会
へ
お
祝
い
金
と
し
て

出
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
佳
昭
氏
自
身
も
お
祝
い
金
と
清
酒
二
升
を
自
治
会
に
出

す
と
い
う
。
父
親
の
代
の
時
に
は
、
祭
礼
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
の
領
収
書
を
出
す

と
自
治
会
か
ら
代
金
が
出
た
が
、
現
在
は
坂
本
家
の
氏
神
だ
っ
た
こ
と
も
鑑
み
自
治

会
へ
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
坂
本
家
で
費
用
を
負
担
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る

と
い
う
。

　

準
備
が
終
わ
る
と
後
日
、
大
岳
神
社
へ
訪
れ
る
。
事
前
に
自
治
会
で
吉
野
氏
へ
電

話
を
し
て
、
都
合
を
聞
き
出
か
け
る
。
五
月
三
日
が
多
い
と
い
う
（
今
年

＜

二
〇
一
二
年＞

は
、
吉
野
氏
の
都
合
で
四
月
三
〇
日
で
あ
っ
た
）。
佳
昭
氏
、
柏

木
野
の
神
社
総
代
三
人
、
柏
木
野
自
治
会
長
の
五
名
で
あ
る
。
お
札
、
紅
白
の
幟
三

組
（
六
枚
）
を
風
呂
敷
に
包
み
、
清
酒
二
升
と
当
日
供
え
る
神
饌
を
持
っ
て
行
っ
て

お
祓
い
を
う
け
る
。
午
前
一
〇
時
に
出
向
き
正
式
参
拝
す
る
。
お
札
、
幟
を
神
前
に

上
げ
、
玉
串
奉
奠
、
神
前
で
御
神
酒
を
頂
き
、
祭
典
が
終
了
す
る
と
、
お
札
、
幟
を

下
げ
、
直
会
を
し
な
い
で
帰
っ
て
来
る
と
い
う
。

２　

祭
礼
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

か
つ
て
は
、
二
月
の
初
午
が
祭
日
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
五
月
五
日
が
祭
日
で

あ
る
。
祭
礼
が
近
づ
い
た
頃
、
坂
本
氏
は
山
頂
に
登
り
臼
杵
神
社
の
周
辺
を
掃
除
し

て
お
く
と
い
う
。
臼
杵
山
へ
の
主
た
る
登
山
口
は
三
ヶ
所
あ
る
。
現
在
、
臼
杵
山
へ

の
ハ
イ
カ
ー
は
、
五
日
市
側
か
ら
多
く
登
る
が
、
昔
は
笹
平
か
ら
登
る
道
が
臼
杵
山

の
表
参
道
と
し
て
栄
え
た
。
現
在
で
も
祭
礼
の
際
は
、
笹
平
か
ら
の
表
参
道
を
登
る

が
相
当
な
急
勾
配
で
、
坂
本
氏
も
臼
杵
山
へ
重
い
も
の
を
上
げ
る
時
は
、
五
日
市
側

か
ら
の
道
が
な
だ
ら
か
で
歩
き
や
す
い
た
め
、
こ
ち
ら
か
ら
登
る
と
い
う
。

　

祭
礼
当
日
、
登
山
す
る
人
が
午
前
八
時
に
柏
木
野
の
自
治
会
館
に
集
ま
る
。
予

め
、
地
域
の
回
覧
で
希
望
者
を
募
っ
て
お
く
。
今
年
（
二
〇
一
二
年
）
は
一
三
人
が
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集
ま
っ
た
と
い
う
が
、
近
年
は
、
毎
回
そ
の
程
度
の
人
数
が
集
ま
る
と
い
う
。
集
合

後
登
山
を
始
め
る
が
、
祭
礼
に
使
う
道
具
類
の
荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
へ
分
担
し

て
納
め
担
い
で
登
る
。
坂
本
氏
は
、
お
札
な
ど
を
持
つ
と
い
う
。
午
前
一
〇
～
一
〇

時
三
〇
分
頃
、
山
頂
に
到
着
す
る
。
ま
ず
は
、
持
参
し
た
熊
手
な
ど
を
利
用
し
て
神

社
周
辺
を
掃
除
し
、
賽
銭
箱
か
ら
賽
銭
を
回
収
す
る
。
毎
年
の
祭
礼
の
日
に
回
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
古
い
幟
を
取
り
外
し
そ
の
場
で
お
焚
き
上
げ
し
て
処

分
し
、
新
し
い
幟
を
掲
げ
る
。
吉
野
氏
が
用
意
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
注
連
縄
も
最
近
は
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
神
饌
を
上
げ
る
。
神
饌
は
、
酒
、
水
、
米
、
塩
、
お
頭
つ
き
の
魚
、
野

菜
、
果
物
、
お
菓
子
、
昆
布
で
あ
る
。
水
は
、
か
つ
て
は
家
か
ら
持
っ
て
行
っ
た
が

一
升
瓶
に
詰
め
た
の
で
大
変
重
た
く
、
途
中
か
ら
精
進
の
滝
で
汲
む
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
、
水
の
流
れ
る
量
が
多
く
な
い
た
め
汲
む
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
現
在
は
祭
礼
当
日
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
持
っ
て
行
く
よ
う
に
な

っ
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
軽
く
は
な
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
重
た
い
こ
と
に
は
代
わ

り
が
な
い
の
で
、
昔
と
比
べ
て
少
な
い
量
に
な
っ
た
と
い
う
。
野
菜
は
旬
の
も
の
が

多
く
、
か
ぶ
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
で
あ
る
。
果
物
は
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
な
ど
。
尾

頭
付
き
の
魚
は
、
鯛
が
多
い
。
特
に
ど
の
魚
と
い
う
決
ま
り
は
な
い
と
い
う
。
お
菓

子
は
せ
ん
べ
い
な
ど
で
あ
る
。
基
本
は
海
の
も
の
、
山
の
も
の
、
畑
の
も
の
を
持
っ

て
行
く
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
お
札
を
供
え
、
お
清
め
の
塩
を
撒
き
お
灯
明
を
上
げ
る
。
佳
昭
氏
が
、

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
す
る
と
い
う
内
容
の
挨
拶
を
す
る
。
そ
の
後
、
参
詣
者
が

手
を
合
わ
せ
祈
願
す
る
。
ま
た
、
最
近
は
吉
野
氏
が
用
意
し
た
榊
で
玉
串
奉
奠
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
佳
昭
氏
、
自
治
会
長
、
代
表
、
全
体
の
順
で
お
参
り
す
る
。

　

そ
の
後
、
上
げ
た
御
神
酒
を
下
げ
、
酒
を
飲
み
つ
つ
皆
が
持
参
し
た
弁
当
で
、
簡

単
な
直
会
の
食
事
を
取
る
。
御
神
酒
は
す
べ
て
飲
ま
ず
、
供
え
た
米
と
供
に
下
ろ
し

て
、
正
午
頃
に
は
下
山
す
る
。
そ
し
て
午
後
二
時
か
ら
、
自
治
会
館
で
直
会
を
す

る
。
直
会
は
、
地
区
が
五
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
長
合
計
五
名
が
食

事
の
準
備
を
す
る
。
食
事
の
準
備
は
男
だ
け
で
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
か
つ
て
は
、

う
ど
ん
と
豆
腐
一
丁
程
度
の
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
オ
ー
ド
ブ
ル
を
注

文
す
る
と
い
う
。
昔
は
、
山
の
帰
り
山
椒
を
取
っ
て
き
て
、
う
ど
ん
、
豆
腐
な
ど
に

載
せ
た
と
い
う
。
直
会
が
終
わ
る
と
、
五
組
の
組
長
に
そ
れ
ぞ
れ
組
の
家
数
の
お
札

と
、
下
げ
て
き
た
米
を
家
数
分
半
紙
に
包
ん
だ
も
の
を
分
け
る
。
帰
宅
後
組
長
は
こ

れ
を
組
の
人
に
配
っ
て
歩
く
と
い
う
。
お
札
の
残
り
は
佳
昭
氏
が
持
っ
て
帰
る
。
受

け
た
お
札
は
、
玄
関
口
に
貼
っ
た
り
す
る
。
竹
の
先
を
割
っ
て
、
そ
こ
に
お
札
を
は

さ
み
畑
の
脇
に
掲
げ
る
人
も
い
る
。
か
つ
て
は
、
害
獣
除
け
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、

最
近
は
檜
原
村
の
外
か
ら
来
た
人
が
、
野
菜
を
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
防

止
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

戦
前
の
祭
礼
に
関
し
て
は
、
文
献
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
詳
細
な
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
が
、
と
て
も
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
の
祭
礼
は
数
日

間
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
い
、
多
く
の
出
店
が
出
店
さ
れ
泊
ま
り
込
み
で
ば
く
ち
を
打

つ
人
も
い
た
。
佳
昭
氏
は
、
子
ど
も
の
頃
、
山
麓
の
商
店
が
山
頂
へ
出
店
し
た
の
を

覚
え
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
臼
杵
山
を
、
都
道
か
ら
鳥
居
と
い
う
屋
号
の
民
家
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
少

し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
小
坂
志
沢
（
こ
ざ
か
し
ざ
わ
）
と
い
う
沢
が
あ
る
が
、
そ
の

周
辺
に
、
少
し
平
地
に
な
っ
た
「
ユ
タ
テ
バ
」
と
い
う
場
所
が
あ
る
。
昔
、
こ
こ
で

沢
の
水
を
汲
ん
で
お
湯
を
沸
か
し
て
体
に
か
ぶ
り
、
精
進
潔
斎
し
た
場
所
だ
と
云
わ

れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
か
ら
、
二
〇
㍍
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
二
つ
の
滝
が
あ
り
、
一

つ
の
滝
を
精
進
の
滝
と
い
い
、
こ
こ
で
も
精
進
潔
斎
を
し
た
と
い
う
。
二
回
の
精
進
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潔
斎
を
し
て
臼
杵
山
へ
参
拝
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
地
元
の
年
配
者
は
、
臼
杵
神

社
の
神
は
「
荒
神
様
、
あ
ら
が
み
さ
ま
」
だ
と
言
い
、
そ
れ
由
祭
礼
の
時
は
、
特
に

厳
し
い
精
進
潔
斎
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
。
賑
や
か
な
祭
礼
が
お
こ
な
わ
れ
つ
つ
、

参
詣
の
た
め
に
は
厳
格
な
精
進
潔
斎
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

４　

養
蚕
信
仰
と
現
代
に
創
ら
れ
た
伝
承

　

戦
中
、
佳
昭
氏
の
父
親
が
子
供
の
頃
、
戦
中
に
坂
本
氏
の
祖
父
と
お
札
を
近
隣
に

売
り
歩
い
た
と
い
う
。
養
蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、
養
蚕
の
た
め
に
臼
杵
神
社
へ
お
参

り
し
た
人
が
多
く
い
た
と
い
い
、
そ
う
い
う
人
を
対
象
に
、
特
に
養
蚕
用
の
お
札
を

売
り
歩
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
か
つ
て
は
、
養
蚕
の
神
と
し
て

崇
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
瓜
生
卓
造
氏
の
『
檜
原
村
記
聞
』
に
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
笹
野
の
式
三
番
は
、
臼
杵
山
（
八
三
五
メ
ー
ト
ル
）
山
頂

の
臼
杵
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。
地
元
で
は
長
く
養
蚕
の
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
て
い

た
。
水
田
は
な
く
、
畑
も
貧
弱
な
檜
原
の
農
民
は
、
ま
ず
養
蚕
の
成
就
を
祈
っ
た
」

「
式
三
番
も
柏
木
野
か
ら
発
祥
し
た
。
歴
史
に
よ
れ
ば
永
禄
四
年
の
神
社
建
立
の
年

か
ら
奉
納
舞
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
、
と
い
う
。
笹
野
は
は
じ
め
柏
木
野
を
援
け
る

形
だ
っ
た
が
、
明
治
以
後
は
笹
野
が
主
力
と
な
り
、
臼
杵
権
現
に
か
わ
っ
て
、
神
明

社
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」（

（（
（

と
い
う
記
述
で
あ
る
。

　

か
つ
て
祀
ら
れ
て
い
た
養
蚕
神
の
ご
神
体
は
、
榛
名
山
か
ら
請
け
て
き
た
も
の
で

あ
っ
た
。
お
蚕
の
お
札
を
出
し
て
い
た
当
時
、
自
治
会
の
皆
で
榛
名
山
へ
出
か
け
て

お
参
り
し
て
か
ら
お
札
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
一
〇
年
程
前
、
養
蚕
の
お
札
の
需

要
が
無
く
な
っ
た
た
め
、
佳
昭
氏
が
榛
名
山
へ
ご
神
体
を
返
却
に
行
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
養
蚕
信
仰
を
背
景
に
、
臼
杵
神
社
は
猫
信
仰
の
神
社
で
あ
る

と
い
う
言
説
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
宮
内
敏
男
氏
の
『
奥
多

摩
』
の
記
述
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
述
部
分
を
紹
介
し
て
み
た

い
。「
お
猫
さ
ん
で
有
名
な
臼
杵
山
だ
。（
中
略
）
お
蚕
を
養
う
お
百
姓
が
毎
年
二
月

初
午
の
日
に
の
ぼ
っ
て
守
り
神
た
る
瀬
戸
物
の
猫
の
像
を
お
借
り
す
る
の
で
あ
る
。

お
礼
に
は
来
年
二
つ
に
し
て
納
め
る
の
だ
。
ウ
ス
ギ
山
の
山
名
由
来
は
、
月
の
世
界

の
兎
が
山
頂
の
お
猫
さ
ん
と
名
月
の
夜
餅
を
つ
い
た
か
ら
と
昔
話
み
た
い
な
の
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
臼
杵
の
模
写
に
で
も
思
い
つ
い
た
後
世
の
説
話
で
あ
ろ
う
。

実
際
は
ウ
ス
ギ
は
薄
木
で
、
川
苔
山
の
ウ
ス
バ
尾
根
な
ぞ
と
同
じ
に
、
黒
木
立
の
茂

っ
た
山
の
呼
称
た
る
黒
山
と
か
黒
椵
山
と
か
、
大
黒
茂
ノ
頭
な
ど
と
対
立
す
る
薄
木

の
山
に
与
え
ら
れ
た
呼
称
と
推
わ
れ
る
」（

（（
（

「
嶺
に
蚕
の
守
護
神
と
し
て
地
方
的
に
有

名
な
宮
が
あ
り
、
そ
の
神
前
に
は
狛
犬
代
り
に
猫
の
像
が
あ
る
。
こ
れ
は
養
蚕
の
守

り
神
の
使
姫
は
猫
で
あ
る
と
の
俗
信
に
拠
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
」（

（（
（

。
宮
内
氏
は
、

瀬
戸
物
の
猫
を
拝
借
し
て
く
る
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
様
子
を
記
述
し
て
い
る
が
、

現
在
で
も
、
祭
礼
の
日
に
小
さ
い
お
蚕
様
の
像
（
招
き
猫
の
よ
う
で
あ
る
）
を
持
っ

て
き
て
、
臼
杵
神
社
に
供
え
、
帰
り
に
は
下
ろ
し
て
持
ち
帰
る
人
が
い
る
。
か
つ
て

は
、
二
～
三
人
ほ
ど
そ
う
い
う
人
が
い
た
が
、
今
は
一
人
だ
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、

臼
杵
山
の
麓
の
家
で
臼
杵
山
か
ら
転
が
っ
た
と
い
う
招
き
猫
が
川
に
落
ち
て
い
て
、

拾
っ
て
持
っ
て
い
る
家
が
あ
る
と
い
う
伝
承
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
で
あ

ろ
う
か
、
近
世
に
奉
納
さ
れ
た
オ
イ
ヌ
サ
マ
像
に
関
し
て
も
、
猫
像
で
あ
る
と
説
く

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
宮
内
敏
男
『
奥
多
摩
』
は
、
奥
多
摩
の
代
表

的
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
た
め
か
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
言
説
の
よ
う

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
臼
杵
神
社
は
養
蚕
神
で
あ
る
こ
と
が
広
く
認
知
さ
れ
、
ま
た
養

蚕
信
仰
と
猫
の
結
び
つ
き
の
言
説
が
あ
り
、
実
際
瀬
戸
物
の
猫
を
拝
借
す
る
儀
礼
が

存
在
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
臼
杵
神
社
の
神
の
お
使
い
が
猫
と
言
わ
れ
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る
よ
う
に
な
り
、
大
岳
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
狼
像
と
ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
狼

像
が
、
猫
像
と
い
う
言
説
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
多
摩
・
丹
沢
の
山
の
神
を

求
め
て
猟
歩
さ
れ
、
多
く
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
も
見
て
き
た
松
尾
翔
氏
は
『
山
神
戯
交 

山
ノ
神
の
御
座
す
山
と
里
往
還
』
で
、
臼
杵
権
現
の
狛
犬
は
猫
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
ど
う
見
て
も
オ
イ
ヌ
サ
マ
に
し
か
見
え
な
い
と
述
べ
て
お
り
、（

（（
（

松
尾
氏

も
大
岳
・
御
嶽
と
同
様
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
短
い
ス
パ

ン
の
中
で
創
造
さ
れ
た
伝
承
が
伝
播
、
定
着
し
て
い
く
様
子
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
檜
原
村
で
は
山
深
い
地
勢
か
ら
か
つ
て
棲
息
し
て
い
た
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
と
交
流
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
か
ら
か
、
狼
（
オ
イ
ヌ
サ
マ
）
に
ま

つ
わ
る
伝
承
が
多
々
存
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な

わ
ち
、
後
に
狼
信
仰
が
寺
社
信
仰
に
取
り
込
ま
れ
て
、
盛
ん
に
展
開
す
る
土
壌
が
準

備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
初
に
檜
原
村
の
狼
信
仰
寺
社
の
中
心
を
成

す
大
岳
山
と
大
岳
神
社
を
紹
介
し
た
。
大
岳
山
は
修
験
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
蔵
王

権
現
の
山
岳
で
あ
り
、
狼
は
蔵
王
権
現
の
使
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
現
在
で
も
護
符
が

発
行
さ
れ
氏
子
・
大
岳
講
の
メ
ン
バ
ー
に
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
次
に
紹
介
し
た
貴
布

祢
神
社
は
笹
久
保
の
鎮
守
で
あ
る
が
、
境
内
地
に
狼
像
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
に
と
も
な
う
儀
礼
な
ど
は
全
く
失
わ
れ
て
い
る
。
モ
ノ
ば
か
り
が
残
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
紹
介
し
た
柏
木
野
の
臼
杵
神
社
は
、
神
社
を
創
建
し
た
と

さ
れ
る
草
分
け
の
坂
本
家
と
、
集
落
の
守
護
神
と
考
え
て
い
る
地
域
住
民
が
協
力
し

て
、
祭
礼
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
坂
本
家
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
が
、
地
域

住
民
が
鎮
守
と
同
様
に
そ
の
信
仰
を
支
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
狼

の
お
札
を
手
刷
り
で
刷
る
と
い
う
手
法
は
、
消
え
つ
つ
あ
る
護
符
作
り
の
方
法
を
伝

え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
狼
信
仰
の
核
と
な
る
貴
重
な
文
化
事
象
と
言
え
よ
う
。
ま

た
、
地
域
の
神
職
が
そ
れ
を
側
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
、
こ
の
よ
う
に
地
域
の
中

で
様
々
な
担
い
手
に
よ
っ
て
信
仰
が
支
え
ら
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。
現
時

点
で
、
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
取
り
立
て
て
法
則
性
な
ど
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
文
化
事
象
を
や
は
り
記
述

し
て
お
く
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
る
。
今
後
も
、
事
例
を
収
集
し
秩
父
多
摩

に
展
開
す
る
狼
信
仰
の
総
体
に
迫
っ
て
み
た
い
。

註（1
）
直
良
信
夫
『
日
本
産
狼
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
六
五
年
、
平
岩
米
吉
『
狼
─
そ

の
生
態
と
歴
史
─
』
池
田
書
店
、
一
九
七
二
年
、
野
本
寛
一
「
山
犬
信
仰
の
発
生
と

展
開
」（『
焼
畑
民
俗
文
化
論
』
雄
山
閣
、
一
九
八
四
年
）、
飯
塚
好 

「
お
犬
様
信
仰

と
そ
の
周
辺
─
秩
父
地
方
を
中
心
と
し
て
─
」（『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』

一
五
、一
九
八
九
年
）、
神
山
弘
「
秩
父
の
狼
伝
説
」（
山
村
民
俗
の
会
編
『
シ
リ
ー

ズ
山
と
民
俗
十　

山
こ
と
ば
と
炉
端
話
』
産
学
社
、
一
九
九
一
年
）
牧
野
眞
一
「
山

犬
信
仰
の
諸
相
」（
宮
本
袈
裟
雄
編
『
民
俗
宗
教
の
西
日
本
と
東
日
本
に
お
け
る
構

造
的
相
違
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』（
平
成
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総

合
研
究
A
）
研
究
成
果
報
告
書
）、
一
九
九
二
年
）
参
照

（
2
）「
西
多
摩
郡
桧
原
村
」『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
一
三 

東
京
都
』
角
川
書
店
、

一
九
七
八
年
、
一
一
七
〇
〜
一
一
七
三
頁
）、「
檜
原
村
」（『
東
京
都
の
地
名
』＜

日

本
歴
史
地
名
大
系
一
三
巻＞

平
凡
社
、
一
九
九
二
年
、
一
一
九
六
〜
一
一
九
八
頁
）、

「
檜
原
村
」（
東
京
学
芸
大
学
地
理
学
会
30
周
年
記
念
出
版
専
門
委
員
会
編
『
東
京
都

百
科
事
典
』
国
土
地
理
協
会
、
一
九
八
二
年
、
四
三
八
〜
四
四
三
頁
）

（
3
）
拙
稿
「
武
州
三
峰
山
と
狼
信
仰
─
産
見
舞
い
・
オ
タ
キ
ア
ゲ
の
儀
礼
の
考
察
を
中
心

に
─
」（『
武
蔵
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
八
、
二
〇
〇
九
年
）、
拙
稿
「
秩
父
市

荒
川
贄
川
猪
狩
神
社
の
狼
信
仰
の
展
開
」（『
東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
・
応
用
心
理

学
部
研
究
紀
要
』
一
八
、
二
〇
一
二
年
）、「
釜
山
神
社
の
狼
信
仰
─
オ
タ
キ
ア
ゲ
の

考
察
を
中
心
に
─
」（
西
海
賢
二
編
『
山
岳
信
仰
と
村
落
社
会
』
岩
田
書
院
、

二
〇
一
二
年
）
な
ど



 （13）─ ─── ─

（
4
）『
民
話
と
文
学
』
編
集
委
員
会
編
『
民
話
と
文
学
』
二
七
号
（
民
話
と
文
学
の
会
、

一
九
九
五
年
、
一
三
〜
一
九
頁
）

（
5
）
前
掲
直
良
信
夫
『
日
本
産
狼
の
研
究
』
二
六
〇
頁

（
6
）
小
泉
輝
三
朗
『
檜
原
・
ふ
る
さ
と
の
覚
書
』
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年
、

九
三
〜
九
五
頁

（
7
）
小
泉
輝
三
朗
『
檜
原
・
歴
史
と
伝
説
』
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、

一
八
頁

（
8
）
前
掲
直
良
信
夫
『
日
本
産
狼
の
研
究
』
二
六
〇
〜
二
六
三
頁

（
9
）
前
掲
直
良
信
夫
『
日
本
産
狼
の
研
究
』
一
七
八
〜
一
八
〇
頁
、
甲
野
勇
『
東
京
の
秘

境
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
二
年
、
八
一
〜
八
六
頁

（
10
）
拙
稿
「
大
岳
山
を
め
ぐ
る
言
説
と
イ
メ
ー
ジ
の
歴
史
的
変
遷
」（
松
尾
正
人
編
『
多

摩
の
近
世
・
近
代
史
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
）、『
東
京
府
西
多
摩
郡
誌

（
大
正
三
年
）』
千
秋
社
、
一
九
九
三
年
、
六
一
〜
六
二
頁
、
桧
原
村
史
編
さ
ん
委
員

会
『
桧
原
村
史
』
東
京
都
西
多
摩
郡
桧
原
村
、
一
九
八
一
年
、
八
三
〇
〜
八
三
一
頁
、

東
京
都
神
社
庁
西
多
摩
支
部
編
『
西
多
摩
神
社
誌
』
東
京
都
神
社
庁
西
多
摩
支
部
、

一
九
八
三
年
、
二
八
一
〜
二
八
二
頁
、
東
京
都
神
社
庁
『
東
京
都
神
社
名
鑑
（
下

巻
）』
東
京
都
神
社
庁
、
一
九
八
六
年
、
一
三
〇
頁
、
檜
原
村
文
化
財
専
門
委
員
会

『
檜
原
の
神
社
』
檜
原
村
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
〜
二
一
頁
参
照

（
11
）
前
掲
『
東
京
府
西
多
摩
郡
誌
（
大
正
三
年
）』
六
一
〜
六
二
頁

（
12
）
大
岳
神
社
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
西
暦
一
一
一
年
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
創
建
し
た
と
い

う
（
二
〇
一
〇
年
、
筆
者
に
よ
る
吉
野
高
明
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
）

（
13
）『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
⑫
第
六
巻
）
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
、

九
四
頁

（
14
）
両
部
神
道
で
は
広
国
押
武
金
日
天
皇
の
本
地
は
蔵
王
権
現
と
し
て
い
る
（
前
掲
小
泉

輝
三
朗
『
檜
原
・
歴
史
と
伝
説
』
一
七
〜
一
八
頁
）

（
15
）
前
掲
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
⑫
第
六
巻
）
九
三
頁

（
16
）
二
〇
一
〇
年
、
筆
者
に
よ
る
吉
野
高
明
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
17
）
前
掲
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
⑫
第
六
巻
）
九
五
頁

（
18
）
二
〇
一
〇
年
、
筆
者
に
よ
る
吉
野
高
明
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
19
）
市
川
敏
「
大
嶽
神
社
と
大
口
真
神
（
お
神
狗
様
）
に
つ
い
て
」（『
檜
原
村
史
研
究
』

二
、
一
九
七
五
年
）

（
20
）
前
掲
『
東
京
都
の
地
名
』＜

日
本
歴
史
地
名
大
系
一
三
巻＞

、
一
一
九
八
頁

（
21
）
前
掲
『
桧
原
村
史
』
八
三
〇
〜
八
三
一
頁 

（
22
）
前
掲
『
桧
原
村
史
』
八
三
七
頁
、
前
掲
『
西
多
摩
神
社
誌
』
二
八
九
頁
、
前
掲
『
東

京
都
神
社
名
鑑
（
下
巻
）』
一
三
二
頁
、
前
掲
『
檜
原
の
神
社
』
二
五
頁

（
23
）
前
掲
『
桧
原
村
史
』
五
四
二
頁

（
24
）
二
〇
一
二
年
、
筆
者
に
よ
る
大
野
益
枝
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
25
）
前
掲
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
⑫
第
六
巻
）
一
〇
二
〜
一
〇
三

頁

（
26
）
二
〇
一
〇
年
、
筆
者
に
よ
る
坂
本
佳
昭
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
27
）
前
掲
『
桧
原
村
史
』
八
二
〇
〜
八
二
一
頁

（
28
）『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
⑫
第
六
巻
）
八
四
頁

（
29
）『
武
蔵
名
勝
図
絵
』
に
よ
れ
ば
、
機
立
の
地
名
の
由
来
は
社
前
の
秋
川
の
急
カ
ー
ブ

が
あ
り
、
朝
暮
機
紓
の
音
に
聞
こ
え
た
た
め
だ
と
い
う
（
前
掲
『
武
蔵
名
勝
図
絵
』

四
九
四
頁
）

（
30
）
片
山
迪
夫
校
訂
『
武
蔵
名
勝
図
絵
』
慶
友
社
、
一
九
六
七
年
、
四
九
四
頁

（
31
）
坂
本
家
の
分
家
所
蔵
文
書
に
よ
れ
ば
、
枕
元
に
現
れ
た
の
は
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た

と
い
う
。『
武
蔵
名
勝
図
絵
』
に
「
神
体
観
音
の
姿
に
て
、
左
の
手
に
五
穀
の
種
を

入
れ
た
る
壺
を
持
ち
て
立
ち
給
う
像
な
り
。」（
前
掲
『
武
蔵
名
勝
図
絵
』
四
九
四
頁
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
臼
杵
権
現
の
本
地
は
観
音
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
か
つ
て

は
観
音
像
が
神
体
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

（
32
）
春
日
神
社
は
柏
木
野
の
鎮
守
で
あ
り
、
祭
神
は
天
児
屋
根
命
で
あ
る
。
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
五
月
二
十
日
南
郷
神
社
へ
合
祀
さ
れ
た
が
、
柏
木
野
に
も
社
殿
が
残

さ
れ
こ
の
地
の
も
の
は
遙
拝
所
と
さ
れ
た
。
同
所
に
は
戦
後
、
幟
掲
揚
台
も
設
置
さ

れ
た
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
春
日
社
と
あ
り
、
応
永
四
年
鎮
座
。

神
代
神
楽
も
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
（
前
掲
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
八
四
頁
）。

『
武
蔵
名
勝
図
絵
』
に
は
坂
本
家
が
「
春
日
明
神
並
に
臼
杵
権
現
な
ど
を
勧
請
」（
前

掲
『
武
蔵
名
勝
図
絵
』
四
九
四
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
坂
本
家
は
臼
杵
神
社
を
氏

神
と
し
て
祀
る
一
方
で
、
草
分
け
と
し
て
春
日
神
社
を
村
の
鎮
守
と
位
置
づ
け
祀
っ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う

（
33
）
平
野
勝
『
東
京
に
あ
る
山
里
─
檜
原
写
真
誌
』
け
や
き
出
版
、
一
九
九
八
年
。
五
五

〜
五
六
頁

（
34
）
前
掲
『
桧
原
村
史
』
八
二
二
頁
、
前
掲
『
西
多
摩
神
社
誌
』
二
八
四
頁
、
前
掲
『
東

京
都
神
社
名
鑑
（
下
巻
）』
一
三
一
〜
一
三
二
頁
、
前
掲
『
檜
原
の
神
社
』
一
二
頁

（
35
）
前
掲
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
⑫
第
六
巻
）
八
四
頁

（
36
）
青
梅
市
郷
土
博
物
館
編
『
皇
国
地
誌 

西
多
摩
郡
村
誌
』（
青
梅
市
史
史
料
集
25
巻
）、

青
梅
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
、
二
五
六
頁

（
37
）
瓜
生
卓
造
氏
の
『
檜
原
村
記
聞
』
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
「
昔
は
笹
平
か
ら
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の
道
が
表
参
道
と
し
て
栄
え
た
。
至
近
距
離
で
も
あ
る
。
途
中
に
は
精
進
の
滝
が
あ

り
、
湯
立
場
と
呼
ぶ
入
浴
施
設
も
そ
な
わ
っ
て
い
た
。
滝
と
湯
立
て
で
身
を
清
め
て

社
に
詣
で
た
」（
瓜
生
卓
造
『
檜
原
村
記
聞
』
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
一
九
〇
頁
）

（
38
）
前
掲
瓜
生
卓
造
『
檜
原
村
記
聞
』
一
九
〇
〜
一
九
一
頁

（
39
）
宮
内
敏
男
『
復
刻
版 

奥
多
摩
』
百
水
社
、
一
九
九
二
年
、
九
三
〜
九
四
頁

（
40
）
前
掲
宮
内
敏
男
『
復
刻
版 

奥
多
摩
』
二
四
八
頁

（
41
）
松
尾
翔
『
山
神
戯
交 

山
ノ
神
の
御
座
す
山
と
里
往
還
』
青
娥
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、

一
七
九
〜
一
八
〇
頁

［
付
記
］

　
　

�

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
吉
野
高
明
氏
・
坂
本
佳
昭
氏
・
坂
本
ト
シ
エ
氏
・

大
野
益
枝
氏
・
大
沢
利
雄
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た

い
。


